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時代にあわせた紙面へ・・・デザインは6年ぶり・発行回数は13年ぶりに大規模変更 

市広報紙『りゅうほー』が6月号からリニューアル 
  

龍ケ崎市では、市広報紙・広報龍ケ崎『りゅうほー』が、今年で創

刊70年を迎えることを機に、令和７年6月号（6月2日発行予定・

954号）から紙面をリニューアルし、発行回数を月2回から月1回

（原則毎月第1月曜日発行）へと変更します。 

1955（昭和30）年の創刊以来、地域に根ざした情報を発信し続

けてきた市広報紙は、令和元年の大幅リニューアルから6年が経過

しました。 

暮らし方や情報の受け取り方が多様化する中で、より分かりやす

く、親しみやすい広報紙となるよう、今回の見直しに至ったもので

す。 

また、今回の見直しでは、『りゅうほー』の目指す方向性を再定義

しました。「市民の目線に立ち、市民の顔が見える“市民が主役”の

広報紙」「“届くのが楽しみ”で、じっくり読みたくなる広報紙」「龍ケ崎の人を繋ぎ、この街を誇りに感

じる広報紙」の３つの方向性を明示し、これからも市民ニーズを捉え、誰一人取り残さない情報発信

を続けていきます。 

 

 

１.発行回数が月２回から月１回に変わります                      

毎月第１月曜日発行（１月号のみ第３月曜日）になります。 

配布方法の変更はありません。これまで通り、月曜日から木曜日の４日間で各家庭に直接お

届けします。 

２.市公式 LINE やWEB で速報性がある発信を充実          

約40,000 人の友だち登録がされている市公式 LINE で随時「お知らせ版」を配信します。 

随時発信が可能な媒体を使用することで、速報性がある情報発信をより充実させます。 

３.読者ニーズの高い特集記事など読み物を充実                 

読み物を中心に５～ 7 ページ前後の特集記事を巻頭に配置し、読み物を充実させます。 

子育て情報や補助金情報などのコーナーをまとめ、欲しい情報が見つけやすい紙面構成に

なります。 
  

■名称 広報龍ケ崎『りゅうほー』 

■発行部数 32,100部 

■配布方法 市内全世帯にポスティングで配布（発行した月曜日から木曜日の４日間） 

  

 担当課 

 龍ケ崎市 総合政策部 秘書広聴課 広報・プロモーショングループ 

 担当者：関口（せきぐち）・芳住（よしずみ） 

 連絡先：0297-60-1511（直通） 

 

リニューアルで変わる3つのポイント 
 


